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環境政策論研究室
担当教員：中島清隆（なかしまきよたか）

環境保護・保全の問題を解決するための方針
（policy）について研究する学問分野

ピカピカまる（仮称）環境政策論研究室イメージキャラクター

環境政策論Ⅰ・Ⅱ （1・2年）

環境政策の基礎概論

環境法政策と関係法令

環境政策関係者講演

地球温暖化・気候変動に関する国際交渉のロールプレイ

持続可能な社会形成の方策

グループダイアログ・ディスカッション



環境政策論演習Ⅰ・Ⅱ（3年） 特別研究 （4年）

2013～20年度受講生卒業論文

卒業後の進路

市役所・町役場 金融機関 廃棄物処理

鉄道会社 農業法人 広告 音楽レーベルイベント

ホテル

環境教育

バイオマス 東日本大震災復興

コンパクトシティ

自然公園

観光 認証制度

林業

エコツーリズム
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環境経済論研究室

朴 香丹

出 身；中華人民共和国生まれ
最終学歴；一橋大学大学院修士課程

博士課程修了（Ph.D.(経済学博士)）
経 歴；九州大学工学研究院を経て、

2021年10月より岩手大学人文社会科学部
地域政策課程准教授

研究内容が国際学術誌「Social science and 
medicine」「Journal of happiness studies」
「Social indicators research」「Applied 
research in quality of life」などに掲載され、国
連の「新国富報告書・人的資本」プロジェクトに
参加。

環境経済論演習I・II

ゼミの概要
本演習では、主に環境経済を扱いますが、SDGsとそれに関連するテーマについても扱います。
ゼミは３年生と４年生との合同で行い、それぞれの興味関心に即したテーマを設定して議論を
行います。具体的には環境経済に関するテーマもしくはSDGsと関連するテーマを選び、収集
した調査データを用いて、レジュメを作成しそれをもとに議論します。

（パクコウタン）

研究活動
＊経済発展によって環境問題が引き起こされた環
境保全と経済発展を両立した持続可能な社会を実
現する。
＊高等教育と経済成長及び環境問題の関係を明ら
にする。
＊経済学の観点からの解決をアプローチする。

１．国連のプロジェクトへの参加
２．企業との共同研究開発
３．自治体との連携
４．その他：研究プロジェクト

事務補佐員の漆田真理です。
火・水曜の9:30～16:15在勤。
朴先生の大学関係や研究に関
わる事務全般をさせていただ
いています。
実家が西下台町なので、よく
岩手大学では遊んでました。
長女は岩手大学、次女はデザ
イン系の学校を今春卒業し関
東方面に就職。夫と猫3匹と
紫波町で暮らしています。

担当教員の朴香丹です。
去年10月から九州福岡市から盛
岡に来て、「盛岡寒くないです
か？」とよく聞かれますが、生
まれ育ったところが寒いので寒
さは平気です！
好きな食べ物は野菜と果物です。

人文社会科学部3年の滝田優友です。
生まれも育ちも花巻です。実家から通っており
ます。
スイーツなどの甘いものが好物です。
幼い頃から兄の影響でゲームと共に育ってきま
した。
基本的に「楽しいこと」が好きなので脳の構造
が単純なのかなと感じています。

人文社会科学3年の本田光です。
趣味は、アニメ鑑賞などです。
進路としては、地方公務員を志望しており
ます。
卒業論文の内容として考えているのは、人
的資本についてです。
統計などを扱いますが、教授が教えてくれ
るので、パソコンを操作するのが苦手でも
大丈夫です。

≪研究室≫
人文社会科学部１号館 ４２１号室
e-mail；piaoxd@iwate-u.ac.jp
HP；http://univdb.iwate-u.ac.jp/html/100000100_ja.html

ホームページ



【環境経済論Ⅰ】

地球温暖化とは
• 地球温暖化問題は、私たちの生活に密接に関係した環
境問題である。

• 私たちが電気やガソリンなどのエネルギーを使用する
と、地球温暖化の原因となる二酸化炭素などの温室効
ガスが排出される。

• 地球温暖化を防止するためには石油エネルギーに依存
した私たちの生活自体を見直す必要がある。

Ⅰ：研究

【国連の人的資本】
人的資本は経済成長の主要な指標として受け入れられているが、人
的資本とは、国民の知識や技能を組み合わせた包括的な資本という
概念である。1990年から2020年までの人的資本の発展の全体像が地
域によって異なることが分かった。成長率は国によって異なり、グ
ローバル・サウスや新興国において高い成長率が現れている。

【環境保全と幸福】
世界は気候変動などの
深刻な環境問題に直面
しているが、経済活動
はその重要な要素であ
ると考えらる。
寄付は個人の生活満足
度に正の相関がことが
わかった。環境保全の
ための現金寄付の影響
が最も大きいのは、個
人が家計の40%~49%
を分担することである。
先進国、中国、インド
でいずれも一貫した結
果が確認された。
多様な環境保護活動へ
の参加は、生活満足度
が高くなる可能性があ
る。

Ⅱ講義

経済のしくみ
現代社会では、人間が生き
ていくために様々な財や
サービスが必要とされてい
ます。これらの財やサービ
スが生産され、交換され、
流通し、消費されている状
態が経済の状態です。この
ような経済の中では、個人

環境経済論Ⅰ 環境経済論Ⅱ
環境の価値評価や企業と環境問題の
関係などについて問題点を取り上げ、
現在の主流となっているミクロ経済
学に基づく環境経済学の基礎的な考
え方について学びます。環境問題に
対する経済学的アプローチの基本的
な考え方を理解するとともに、

環境経済論特講
実際に起っている環境問題について、
データを示しながら紹介し、環境と経
済との関係を計量分析アプローチに
よって明らかにする方法を学びます。
行列、行列式は用いず、単回帰モデル、
重回帰モデルについて理解し、特に重
回帰分析の結果の解釈について学ぶ。

環境経済論特論
環境経済論演習Ⅰ
基礎ゼミナール
総合科学論Ⅰ
環境科学演習Ⅱ
環境経済論特別演習
環境経済論演習Ⅱ

（消費者）や企業などの民間部門と、政府など
の公的部門が様々な役割を担い、経済活動を
行っています。本講義では、経済の一般的な構
造と基本的な機能について説明します。

環境経済学の発展史を踏まえ、環境問題が経済学に提起
している課題に関して基本的な知見を学びます。

環境問題の発生と経済
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2022 オープンキャンパス・研究室公開

【環境リスク論のイメージ】

自然環境学ゼミで何が身につくの？

自然環境学研究室

人文社会科学部 地域政策課程
環境共生専修プログラム
担当教員 寺崎 正紀

地域の環境と身近な物質

との共生社会を考える

専門分野を表すキーワード ：環境リスク論 ・

東北の水環境・化学物質の政策 ・新エネルギー

概要

１. 日本では高度経済成長期に水銀やカドミウム
等による環境問題が各地で発生しました。この
問題に対処するため法整備（現.環境基本法）が
進みました。同じころ西日本を中心に有害物質
ポリ塩化ビフェニル（PCB）が混入した食用油が
販売され、消費者に深刻な健康被害が生じまし
た（カネミ油症事件）。これを機に化学物質には
法による審査と管理（化審法）を義務付けました。
地球上にはこれまで１億種以上の物質が合成
され、今も数秒に１個の新物質が誕生していると
言われます。便利な製品が大量普及する一方、
この先10年・20年の間にヒトや生態系へ思わぬ
影響を及ぼし、過去の公害と同様の問題を引き
起こすかもしれません。
当研究室は環境リスク論を通じて未規制の

化学物質に潜む有害性を発見し、環境問題へ発

展することを未然に防ぐ研究に取り組んでいます。

２. 日本が目指す脱炭素社会には、化石燃料に
頼らない街づくりが求められています。
当研究室は水素やアンモニアなど古くて新し

いエネルギー資源の活用法に注目しています。
温暖化ガス排出量や熱効率の影響評価を通じて、

優先的に導入すべき地域や施設の選定に活用
します。新エネルギーをきっかけに次世代の
街づくりへ寄与できる研究に取り組んでいます。

連絡先 te rasak i@ iwate -u .ac . j p

Webサイト QRコードよりアクセス

出身校 北海道旭川西高等学校
筑波大学大学院

経歴 国立環境研究所、静岡県立大学を
経て2014年より現職

• 地域の様々な環境問題へ対応策が必要かどうか科学的根拠に基づき判断する能力が身につきます

• 自治体や企業の中で、とくに長期的な展望や複合的な思考が求められる部署で活躍が期待されます

① リスクの数値化

規制・見直し

② リスクの影響を統計的に判断

現状でOK

③ 行政対応・企業行動

リスク
リスク

リスク
許容量リスク

リスク

リスク

生活製品 海洋プラごみ

生態系 CO2

エネルギー

地域の環境
問題

- PartⅠ-
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ゼミ卒業生の進路（2016～2021年度）



2022 オープンキャンパス・研究室公開

人文社会科学部で担当の講義

左図：東北５県の調査地点の一つである岩手県大槌町浪板海岸
右図：採取したマイクロプラスチック（ポリスチレン製と判明）

物質の世界（おもに1年生）

人間活動は時として地球環境に大きな
変化を与えます。その根元には物質が
相互に絡み合う世界があります。本講義
は、物質に着目して地球全体の環境
問題から地域の環境問題までを理解し、
説明する力を養います。

自然環境学A（おもに2年生）

医薬化粧品、スマホ、プラスチック、
衣服、インフラから嗜好品まで化学 物
質は社会に不可欠です。これから色々
な場面で関わるであろう『商品』から
化学の諸性質を学び、持続可能な
社会づくりに生かします。

自然環境学B（おもに2年生）

歴史上の化学物質が社会に与え
た影響を振り返ります。物質の光と
影を理解し、問題点を見出します。
現代社会で次々に登場する新しい
物質への接し方について先見性を
養います。

【キーワードとテキスト】
地球温暖化・オゾン層破壊・
大気汚染とPM2.5・マイクロ
プラスチック・水銀と農薬・
環境修復・地域の環境汚染

【キーワードとテキスト】
スマホとレアメタル・ラメと
金属・ヘアーカラーと酸化
還元・マスカラとプラス
チック・ミネラルウォーター
と化学反応式

【キーワードとテキスト】
東西交易・産業革命・
公衆衛生・植民地支配・
戦争と平和 ・男女の
役割・法律と環境

ゼミ生の卒業研究の一例を紹介

研究室の年間予定表

2022年 4月 前期ゼミ（演習Ⅰ）開始

5月
・卒論テーマ発表会
・新ゼミ生歓迎会

7月 前期ゼミ終了＆打ち上げ

9月 水環境学会シンポジウム（東京大学）

10月 後期ゼミ（演習Ⅱ）開始

11月
SETAC（Society of Environmental Toxicology & Chemistry）

国際会議（米国ピッツバーグ）

12月 ゼミ中間発表会＆打ち上げ

2023年 2月 卒論発表会、後期ゼミ終了

3月
・卒業式＆追いコン
・水環境学会年会（愛媛大学）

★ゼミとは・・・1人の教員に少数の学生が配属され

教員の専門分野を学ぶ授業です。当ゼミでは環境
リスクと法規制、環境汚染、グリーンエネルギーなど
をテーマにしています。レジメ（テーマ要約と情報補足、
問題提起）作成や討論を通して、卒業研究に必要な
専門知識のほか表技法や提案能力を磨きます。

★学問追究やグローバルな課題も知る・・・卒業研究

の成果は日本水環境学会やSETAC国際会議にて
発表します。国内外で起きている環境問題の最新
情報にふれ、学術的未解明の課題を追究するとともに、
解決の糸口となる知識も深めます。
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環境科学実験（集中講義：２～３年生）

化学実験と生物学実験の二部構成です。化学実験では、水の硬度測定、植物からのクロロフィルの抽出、食用油からの
バイオディーゼル燃料の合成などに取り組みます。

漂着プラスチックによる海洋汚染の実態調査
2017年度卒OG・ I 県庁勤務

紙幣に含まれる化学物質の健康リスクに関する研究
2018年度卒OG・Ｉ銀行勤務

リサイクル製品中の未規制物質による水質汚染調査
2020年度卒OB・ I 県庁勤務

各国の紙幣に使われる防腐剤の含有量を明らかにした。皮膚からの
吸収量をシミュレートしてヒトへの健康リスクも評価した。

古紙の成分が生活排水を介して北上川（右図X）
へ流出していることを世界で初めて突き止めた
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【環境リテラシー養成に向けたカリキュラム】

環境問題に対応し，持続可能な共生社会を創りあげるには，まず，地球温暖化・酸性雨・砂漠化や公害
など環境問題のメカニズムを自然科学的に理解するだけでなく，なぜ環境問題が発生するのか，その
社会的・文化的背景をも考察しなければなりません。そして，それを踏まえ，自然科学・技術的にはどの
ような解決策が考えられるのか， また社会としてはどのような法律・政策が必要なのか，私たち自身が
構想し，ライフスタイルを変えていかねばなりません。種々の環境問題が地域，ひいては地球社会全
体の存亡を左右する現代に求められているのは，このような事柄に対する認識と対応能力（= 環境リテ
ラシー）をもった 「環境人材」です。環境共生専修プログラムでは，選択した学生の皆さんが 「環境人材」
に育つよう，学際的かつ実践的な知識・能力を修得できるカリキュラムを提供しています。

（１年次）学部共通科目 総合科学基礎（地域政策）Ａ・Ｂ＜必修＞課程共通科目 環境政策論Ⅰ，環境経済論Ⅰ＜選択)必修
＞

（２～３年次） プログラム基礎科目 環境科学演習 ＜２年・前期 必修＞
＜人文 ・ 社会科学系＞ ＜自然科学系＞

環境政策論Ⅱ，環境経済論Ⅱ 環境生態学 Ａ・Ｂ， 自然環境学 Ａ・Ｂ
環境社会学Ⅰ・Ⅱ，国際開発と環境・貧困 環境統計学Ⅰ・Ⅱ，環境科学実験
環境社会調査演習，環境社会調査実習
地域環境マネジメント実践演習

（＋ 法学 ・ 政治学 ・ 経済学 ・ 経営学系科目） など

（３～４年次） プログラム展開科目
＜人文 ・ 社会科学系＞

環境経済論特講，環境社会学特講
環境倫理学，環境思想

環境学特講Ａ～Ｄ
（＋ 法学 ・ 経済学 ・ 経営学系科目） など

（３～４年次） 各分野の演習Ⅰ・Ⅱ＜必修＞ 特別研究 ＜必修＞
（＝特別研究に向けてのゼミナール） （＝卒業論文）

－－先輩からのメッセージ ： 理系科目も大丈夫！－－

理系科目では，高校の文系クラスから進学してきた学生が多数を占めることを考慮し，わかりやすい授業に細心
の注意を払っていますので，心配無用です。 19年春卒迄の環境科学課程時から，一定数の学生が自然系研究
室にも所属，（高校時文系でも）専門的研究を行い卒論を提出しています。先輩からのメッセージを紹介しましょう
。 「環境のプログラムでは，学際的に環境問題にアプ
ローチすることができます。また，様々な分野の授業を
受けることができるので，現代社会を見つめ直すこと
ができます。理系科目があるといっても，野外実習や
実験があったりして比較的分かりやすいので，あまり
苦になりません。そして，理系的知識と文系の知識を
融合させていくと，環境問題に対する理解を一層深め
ることができ，自分のやりたいことがはっきりしてきま
す。 そうすると，勉強にも積極的に取り組むことがで
き，大学生活を楽しく送れます。」 （S.Y.君・岩手
県出身 ；（3年次～の所属先→）環境社会学研究室）

「このプログラムでは，多方面から環境問題について勉
強するので，今まで知らなかった新しい見方に出会い，環
境問題への考え方が変わるかもしれません。体験型の授
業もあり，個人的には，環境科学演習で勉強した大規模
林道・奥産道跡地に現地視察に行ったのが面白かったで
すし，勉強になりました！大学では特に，自分から積極
的に学ぼうとする姿勢が大切だと思います。何を勉強し
たいのか，何を身につけたいのか，初めはぼんやりとで
もいいので持っておいた方が，大学生活を有意義に過ご
せます。」

（I.Y.さん・宮城県出身 ；（3年次～）自然系研究室）

【今求められている「環境人材」 を 社会へ】

環境分野の仕事は，時代の転換期を担っている比較的新しい仕事です。だからこそ，環境人材として活
躍するには，チャレンジ精神が何にもまして必要です。環境共生プログラムからの進路は，(1) 企業の環
境部門・環境特化型企業で働く， (2) 公務員として行政機関を通じ環境に関わる， (3) 学校・大学・マスメ
ディアなどで教育・情報提供を通じ環境に関わる， (4) 環境NPOなどの職員として環境に関わる等，
多方面にわたります。 また，それぞれの卒業研究（＝卒論）の成果を，大学院に進み，さらに
深めることも考えられます。学生の皆さんが このような様々な分野で将来活躍できるよう，
担当スタッフ一同，大いに期待しています。




